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役  職：学長 

専門分野：地域研究、国際関係論、政治学 

学  位：Ph.D.（コーネル大学） 

略  歴：1972 年東京大学教養学部教養学科卒、74 年同大学院国際関係論修士課程修了、75

年同東洋文化研究所助手、86 年コーネル大学博士取得、79 年東京大学教養学部教

養学科国際関係論助教授、87 年コーネル大学アジア研究学科・歴史学科助教授、

89 年同東南アジア・プログラム副所長、90 年同アジア研究学科・歴史学科准教授、

96 年同教授、96 年京都大学東南アジア研究センター教授、2000 年本学客員教授、

2005 年本学副学長、教授、2007 年アジア経済研究所所長、2009 年本学客員教授、

内閣府総合科学技術会議議員、2011 年本学教授、本学学長。2007 年紫綬褒章受章。 

 

１． 業 績（Ａ） 

（１） 雑誌論文（共著） 

＊ ｢第１章 アジア主義におけるネットワークと幻想」（ハウ・カロラインとの共

著）、松浦正孝編『アジア主義は何を語るのか』（ミネルヴァ書房）、78～97 頁、

2013.（※） 

（２） 図 書（編・共著等） 

＊ 白石隆、カロライン・ハウ著『中国は東アジアをどう変えるか～21 世紀の新地域

システム』（中公新書）全 264 頁（中央公論新社、2012 年 7 月） 

＊ “Engaging East Asian Integration: States, Markets and the Movement of People” 

(Singapore: ISEAS, 2012, jointly edited with Jiro Okamoto) 2012. 

（３） 学会発表 

＊ “Plural Coexistence and Sustainability: A Policy Perspective,” Keynote Speech, at 

International Conference on Plural Coexistence and Sustainability: Asian Experiences in 

Interdisciplinary Perspectives, March 11-12, 2013, jointly organized by School of 

Humanities and Social Sciences, Nangyang Technological University and Center for 

Southeast Asian Studies, Kyoto University. 

 

２． 業 績（Ｂ） 

書評・解説等 

＊ 「書評 ミャンマー政治の実像」『毎日新聞』2012年4月29日 

＊ 「書評 李鴻章」『毎日新聞』2012年5月13日 

＊ 「書評 リベラルな秩序か帝国か 上・下」『毎日新聞』2012年6月17日 

＊ 「書評 『Gゼロ』後の世界」『毎日新聞』2012年7月29日 

＊ 「書評 真珠湾からバグダットへ」『毎日新聞』2012年9月9日 

＊ 「書評 世界政治と地域主義」『毎日新聞』2012年10月21日 

＊ 「書評 中国人民解放軍の内幕」『毎日新聞』2012年12月2日 

＊ 「書評 2012年『この3冊』」『毎日新聞』2012年12月9日 

＊ 「書評 政治家の胸中」『毎日新聞』2012年12月23日  

＊ 「書評 チャイナ・ジャッジ」『毎日新聞』2013年1月27日 



 

 

＊ 「書評 メドベージェフ VS プーチン」『毎日新聞』2013年3月10日 

＊ 「書評 文藝春秋４月号」『毎日新聞』2013 年 3 月 31 日 

 

３． 助成金による研究 

＊ 科学研究費補助金 基盤研究（B）課題番号 23330052 「東アジア地域秩序の変容

と東南アジア諸国の対応」研究代表者 

 

４． 教 育 

（１） 講 義 

＊ International Relations in East Asia（秋学期：2012 年 10 月 5 日～2013 年 1 月 31 日）

水曜日 5 限 

（２） 論文指導 

＊ 安全保障・国際問題プログラム：博士課程 9 名（主指導 3 名（うち 1 名学位取得）、

副指導 6 名） 

＊ 公共政策プログラム：博士課程 1 名（副指導） 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム：博士課程 1 名（副指導） 

 

５． 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 役員会 

＊ 参議会 

＊ 経営協議会 

＊ 研究教育評議会 

＊ 教育人事委員会 

＊ 企画懇談会 

＊ 政策研究院創設準備委員会 

（２） その他 

＊ 学長 

 

６． 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動 

委員会等 

＊ 福井県立大学地域経済研究所評価委員会委員 2012年6月1日～2014年3月31日 

（２） 財団法人等における活動 

① 役員，委員会 

＊ サントリー文化財団、海外出版助成選考委員（2011 年 6 月 6 日～2013 年 3 月 31 日） 

＊ サントリー文化財団、研究助成選考委員（2011 年 6 月 6 日～2013 年 3 月 31 日） 

＊ 一般財団法人貿易研修センター、理事（2011 年 6 月 29 日～2013 年 6 月 28 日） 

＊ 一般財団法人ニッポンドットコム、評議員（2011 年 6 月 29 日～2013 年 6 月 28 日） 

＊ 読売新聞、読売・吉野作造賞選考委員（2012 年 5 月～現在） 

② その他 

＊ ウェブサイトnippon.com編集長（2011年10月～現在） 

＊ 奈良県「日本と東アジアの未来を考える委員会」委員（2012年4月1日～2015年3月



 

 

31日） 

（３） 学会等における活動 

＊ Editor, Indonesia, Cornell Southeast Asia Program (1987-present). 

＊ Member, International Advisory Board, Sojourn: Journal of Social Issues in Southeast 

Asia, Institute of Southeast Asian Studies, Singapore (1999-present). 

＊ Member, Advisory Board, Historical Abstracts, ABC CLIO, Santa Barbara, 2000-present. 

＊ Member, International Advisory Board, Asian Research Institute, National University of 

Singapore (2004-present). 

＊ Member, Editorial Board, The American Interest (2006-present). 

＊ 日本学術会議連携会員（2011 年 10 月 3 日～2017 年 9 月 30 日） 

（４） 審議会等における活動 

＊ 日本ユネスコ国内委員会委員（2010年12月1日～2013年11月30日） 

＊ 独立行政法人日本学術振興会 大学の世界展開力強化事業プログラム委員会委員

（2012年4月13日～2013年3月31日） 

＊ 独立行政法人日本学術振興会、グローバル人材育成推進事業プログラム委員会委員

（2012年4月13日～2013年3月31日） 

＊ 外務省独立行政法人評価委員会委員、国際協力機構分科会委員（2011年11月16日～

2013年11月15日） 

＊ 内閣府産学官連携功労者表彰選考委員（2012年6月1日～2012年9月30日） 

＊ 文部科学省ヤング・リーダーズ・プログラム推進協議会、協力（2013年3月15日～

2013年3月31日） 

（５） その他 

＊ 総合科学技術会議議員（非常勤）（2011 年 1 月 5 日～2013 年 1 月 4 日） 

＊ 日本貿易振興機構アジア経済研究所所長（2008 年 4 月 1 日～現在） 

＊ ミャンマー文化・スポーツ交流ミッション団長（2012 年 4 月 4 日～7 日） 

 

７． 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムでの発言 

① 活字メディア 

＊ 「地球を読む ミャンマー 民主化へ 次は改憲攻防」『読売新聞』2012年4月16

日 

＊ “World should help Myanmar become real democracy,” The Daily Yomiuri, April 17, 

2012. 

＊ 「TPP参加「一刻も早く」＝推進派国民会議」『時事ドットコム』他、2012年4月23

日 

＊ 「視点 東アジア各国の対中姿勢」『FECニュース』2012年5月1日 

＊ 「科学技術予算に柔軟性を」日台有識者が対談」『日本経済新聞』電子版、2012年

5月24日 

＊ 「科学がひらくアジアの未来 資源の集中投下を」『日本経済新聞』2012年5月25

日 

＊ 「科学がひらくアジアの未来 中韓台との協力、台頭に」『日本経済新聞』2012年

6月5日 

＊ 「防衛装備品の評価委設置を 防衛省研究会が最終報告」『日本経済新聞』電子版、 



 

 

2012年6月6日 

＊ “Asia-Europe Encounters: Intellectual and Cultural Exchanges, 1900-1950,” June 11, 

2012. 

＊ “Feeling Safe Again After Fukushima,” Asian Scientist, June 11, 2012. 

＊ “Experts Discuss Asia's R&D Future At Tokyo Conference,” Asian Scientist, June 11, 

2012. 

＊ 「大学開国 第3部 国際課の実像2 白石先生の発言を引用」『日本経済新聞』 

2012年6月24日 

＊ 「消費増税法案に反対した民主党議員に断固たる処分を」『nippon.com net』2012

年7月18日 

＊ 「グローバル・ガバナンスの進化 -新興国を新たな担い手に」21世紀政策研究所

『21PPI news letter』No.26（2012年7月） 

＊ 外務省プレスリリース、ミャンマー文化・スポーツ交流ミッションによる提言の

提出、2012年8月2日 

＊ 「九州と東アジアの将来探る 政財界セミナー開幕 山口」『産経新聞』配信、2012

年8月8日 

＊ 「経済教室 「東アジア、地域体制は強靭」」『日本経済新聞』2012年8月8日 

＊ 「ラウンジ 「ミャンマーの熱意 驚き」」『読売新聞』夕刊 2012年8月18日 

＊ 「地球を読む 「南シナ海」尖閣とは異質」『読売新聞』2012年9月23日  

＊ 「オピニオン ミャンマーどう変わる」『朝日新聞』2012年9月26日 

＊ 「視点 TPP強力政権で推進」『読売新聞』 2012年11月27日 

＊ 「国の基本は「科学技術力」きちんとした資源配分を」『科学新聞』 2012年12月

21日  

＊ 「ルックイースト30周年記念シンポジウム（講演）」『日本経済新聞』2012年11月

27日 

＊ The Newsletter No.62 “Engaging the nation across borders” 白石先生の章にコメント, 

IIAS, Winter 2012 

＊ 「公約を問う ７：外交・安保 「経済への影響避けて」」『朝日新聞』 2012年12

月11日 

＊ 「大切な未来のため 過ちも認識」『朝日中学生ウィークリー』2013年1月1日 

＊ 「歴史を勉強し過ちも認識し前へ」『朝日小学生新聞』2013年1月1日 

＊ 「インドネシア りそなプルダニア銀行55周年記念セミナー （講演）」JIJI News 

Bulletin, February 4, 2013. 

＊ 「2013年の夢・目標」JETRO 社内報『じえとろ』2013年1月 

＊ “Prime Minister Abe's Foreign Policy Challenges,” 経済広報センター 広報誌 JAPAN 

Economic Current, No. 84, February 2013. 

＊ 「「次なるアジア」進出の勝算（インタビュー）」みずほ総合研究所 広報誌、2013

年3月 

＊ 「ODAの今 グローバル人材の育成 「Voice to JICA」」『JICA's World』特別号、2013

年3月 

＊ 「TPP急加速 構造改革の突破口に」『日本経済新聞』2013年3月2日 

＊ 「地球を読む 原発の安全 硬直的な「活断層」基準」『読売新聞』2013年3月31

日 



 

 

＊ “NRA's guidelines for N-reactors impractical,” The Japan Times, April 1, 2013.（上記、

2013年3月31日『読売新聞』「地球を読む」の掲載記事の英訳版） 

（２） 講演会，座談会，会議出席 

＊ 講演：自由民主党政務調査会 科学技術・イノベーション戦略調査会 司令塔機

能整備小委員会、2013 年 2 月 13 日 

（３） その他 

＊ 『週刊東洋経済』 新刊図書サミング・アップ 著書「中国は東アジアをどう変え

るか」書評が掲載される（2012 年 8 月 25 日） 

＊ 『読売新聞』 よみうり堂 本 著書「中国は東アジアをどう変えるか」細谷雄一

氏による評が掲載される（2012 年 9 月 9 日） 

＊ 『毎日新聞』 著書「中国は東アジアをどう変えるか」山崎正和氏による評が掲載

される（2012 年 11 月 11 日） 

＊ 『毎日新聞』 2012 年「この 3 冊」に、著書「中国は東アジアをどう変えるか」が

山崎正和氏により推薦される（2012 年 12 月 16 日） 

 


